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　の分化による文
i末形式の分化，
　多様化が認めら
　れないではない
　カx，　児奮霊脈二よっ
　ては，第2表の
　ように差がある
　ことが認められ
　た。
　　男児Oは，4
　人の中ではいち
286　　作文能プコの発達過程　（2）
ばん文末にバラエティがあることが分析されたが，0の文章も，語彙が豊窟なほ
うで，文も短く，きびきびした調子である。中学年以降は常体で書いている。そ
れに比べると，6年間，敬体で書いた男児Kは，文も長く，異体的に詳しく書く
が，文体に関しては6年間ほとんど同じ調争で続けられている。全体の内容で読
ませる文章になっている。主題の統一度，表現内容の点ですぐれた作文を書いて
いる女児M，Sは，（特にSは高学年で急にのびた）文末形式の方ではあまり変
化が見られない。これは，両人とも敬体で終始しているから，表現意図の分化も
「ました・でした」あるいは，ていねい表現「ます’等にかくれてしまうのだろ
うが，むしろ文末にまで表現意図が強くひびかない，物語的な文体であるためか
もしれない。GやOの文章とは，別の趣き，うまさがある。文も比較的長く，会
話も多く挿木されている。
　基礎的な書く力を習得できた児童は，高学年ごろまでに，徐々にそれぞれの独
自な文体をもち始めてくるようである。
む　す　び
　Gの作文能力の発達過程は，低学年・中学年前期ごろまでは，文章構成上の不
整と，文表現上の不整（文法的欠陥）という二つの不整現象が錯綜して現われて
いたが，その不整現象を，書く経験を通して，進歩と後退をくり返しながらも次
第に修正していき，中学年前期ごろまでに，主題のもとにまとまって文章を構成
するという基礎的な力をつけることができ，以後，高学年では，読書力によって
語を使用する力を高めながら，詩や日記・創作などの巾の広い書く経験，多く続
けて書く経験を通して，文章の修辞面に力をのばし，徐々に，個性的な文章を書
く力を習得していったとみることができよう。（高学年での，教師の指導面も晃
逃せないであろうが，ここでは～応ふれないでおく。）
　児童の6年間の作文能力の発達については，「小学生の言語能力の発達」　㈱姻
語研究所報告26）で，全体的に，比較的，詳しく，内容・計量（文字：量・書く速度等）・
形式（文法・表記）面にわたって考察を加えることができた。しかし，全体的
な数量に隠れて，ひとりひとりの個性的な作文力の発達過程をみることはできな
い。めいめいの作文を，6年間にわたって，つぶさに読んでみると，全体に共通
して発達する面があるとともに，発達の時期・傾向・特徴などに，個性的な過程
を示すものもいる。Gもそのひとりであった。　Gでは，低・中学年前期までの欠
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陥はあるが可能性を多く含んだ作文から，高学年になって，著しい発達が示され
たが，それが，修辞的，文体的な面で特に著しかったこと，しかも，文末形式の
多様ということが一特微であったために，その面から，発達過程をみようとした
のがこの小論のねらいであった。しかし，書きすすめているうちに，対照的調査
として，高学年でも敬体で書いた児童の場合の文末形式についても，さらに，詳
しい分析資料を用意すれば，よかったと思われる。時間の都合でそこまでできな
かったが，他日に期したいQ
　　注　高学年の作文の！文単均字数は，実験学校の「私のうち」によれば，5年27．7字，
　　6年26ほ字で，比絞的短くなっている（「小学生の言譜能力の発達」）が，同じ題で，
　　薪潟教育研究廃が調査した場合では，5年37字，6年42字という数字（「研贈腰鱗22fl…
　　一作文力の研究」）になっている。
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